
                            お 知 ら せ  
 記者発表資料 平成２５年５月２７日 

■資料提供先：合同庁舎記者クラブ、鳥取県政記者会 
島根県政記者会、岡山県政記者会 
広島県政記者クラブ、山口県政記者会 
山口県政記者クラブ、山口県政滝町記者クラブ 
中国地方建設記者クラブ、出雲市政記者クラブ 
 

国土交通省中国地方整備局と奥出雲町が 

「災害時における情報交換に関する協定」を締結 
-管内全１０５市町村との協定締結が完了- 

 
◇中国地方整備局では、災害が発生し又は発生のおそれがある場合に、被災

状況の把握や応急対策など迅速かつ的確な初動対応が行えるよう地方公共

団体と情報交換に関する協定の締結を平成２３年度より進めてきました。

◇この度、中国地方整備局長と奥出雲町長が、｢災害時における情報交換に関

する協定｣の締結式を下記のとおり執り行います。 

◇これにより、今後発生する災害に備え、奥出雲町との連携強化を図るとと

もに、中国地方整備局管内の全１０５市町村（２政令市除く）との協定締

結が完了いたします。（５県２政令市：相互協力に関する基本協定を締結） 

◇今後は、管内の県及び市町村と日頃から情報交換を行い、災害発生時等に

迅速かつ円滑な対応が実施できるよう連携を深めていきます。 

 

記 

１．日  時 平成２５年５月３１日(金)９時３０分から 

２．場  所 国土交通省 出雲河川事務所１Ｆ大会議室 

(島根県出雲市塩冶有原町 5-1) 

３．出 席 者 ・中国地方整備局長 戸田 和彦 

（代理）出雲河川事務所長 舘 健一郎 

・奥 出 雲 町 長 井上 勝博 

※ 報道機関の皆様には公開で実施します。（撮影可能） 

＜問い合わせ先＞ 

【協定全般に関すること】 中国地方整備局 企画部 
総括防災調整官  岸

きし

 本
もと

 芳
よし

 雄
お

 082-511-6160(直通)（平日･昼間) 

【締結式に関すること】 中国地方整備局 出雲河川事務所 

副所長（技術）  武
たけ

 部
べ

 真
まさ

 実
み

 0853-21-1850(代表) 

【広報担当窓口】 

中国地方整備局  ０８２－２２１－９２３１（代表）：（平日・昼間） 

広報広聴対策官    坂
さか

 本
もと

 繁
しげ

 幸
ゆき

（内線２１１７） 
企画部 環境調整官   江

え

 角
すみ

 忠
ただ

 也
なり

（内線３１１４） 



中国地方整備局

平成23年度から協定締結に向け、調
整・手続きを開始

H25年5月31日をもって全105市町村
（2政令市除く）との協定締結を完了

協定の締結状況

市町村において災害が発生、又は発生
のおそれがある場合、中国地方整備局と
市町村が連携を図り、住民の生命、身体
及び財産の安全並びに、生活を確保する
ため、迅速かつ円滑な対応を図る。

協定の目的

災害時における情報交換に関する協定の概要

9月3日(土)から4日(日)にかけて、地方自治体と
の協定に基づき、災害対策本部等にリエゾンを
３県５市に延べ18人派遣。

国管理の河川及び道路の情報提供、地域の被
害情報の収集。

リエゾンの派遣により、緊密な情報交換、災害
対策用機械の派遣等、迅速な対応を実施。

○鳥取県：県、鳥取市、
米子市、大山町

○島根県：県、松江市、出雲市

○岡山県：県

＜リエゾンの派遣先＞

リエゾンの活動

鳥取県災害対策本部会議
（リエゾンが出席）

平成23年台風12号での主な支援活動

松江市（末次排水機場）に
排水ポンプ車を派遣

地方自治体からの要請を受け、
排水ポンプ車を派遣。

○島根県：松江市

○岡山県：岡山市、総社市

＜災害対策用機械の派遣先＞

災害対策用機械の派遣

今後、管内の各県及び市町村と日頃から情報交換を行い、災害今後、管内の各県及び市町村と日頃から情報交換を行い、災害
発生時等に迅速かつ円滑な対応が実施できるよう連携を深める。発生時等に迅速かつ円滑な対応が実施できるよう連携を深める。

現地情報連絡員（リエゾン）と自治体支援

①災害発生時等の初動段階から緊密な情報交換が行えるように、相互
に協力して必要な体制を整える。

②円滑な災害応急対策及び支援活動に資するため、中国地方整備局
の職員を市町村の災害対策本部等にリエゾンとして派遣する。

③平常時から情報交換等を行い連携に努める。

協定のポイント

国管理の河川や道路等の所管
施設の情報提供

市町村の被害状況の情報収集


